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新 しい 貫 入試 験 ， ダイ ラ トメ ー ター な どの 我 が 国に お け る適 用性

Empirical　 Study　on 　 applicability 　 of 　Cone　 Penetration　Tests

　　　　　　　　and 　Flat　Dilatometer　in　Japan
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1． は じ め に

　貫 入試験 に代表 され る サ ウ ン デ ィ ン グに は 各種 の 手法 が

あ るが，我が国にお い て は標準貫 入 試験 が最も標準的 で あ

り，あ た か も万 能 で あ る か の ご と く用 い られ て き た 。し か

し ， 広 域調査 な ど に お い て は コ ス ト面 で 問題 とな り，ま た

非常に複雑な地層搆成を把握す る に は デー
タ の 密度に問題

が 残 る 。 そ こ で ， こ れ ら の 欠 点 を補 うた め，よ り安価で 簡

便 な各種 の 手法 が 注 目を集 め て き た 。 中で も， 三成分 コ ー

ン をは じ め と す る 電気式 の 静的 コ
ー

ン 貫入試験 は，最近 の

エ レ ク トロ ニ ク ス 技術 の 進歩 を背景 と して ， 急速 に 普及 し

つ つ あ る。

　本報告 は，新 し い 貫 入 試験 の 代表 と し て ，筆者 ら が 開発

し で きた 三 成分 コ ーン 貰入試験
D

の概要 と そ の 応用 に つ い

て 述べ る とともに，そ の 発展型 で ある メ モ リ
ー

式 コ
ー

ン 貫

入 試験機 と，ボー
リ ン グ孔内で 水平方向 に 貫入 させ る 孔内

コ ーン 貫入試験機 に つ い て 紹介す る
。 ま た，近 年欧米で 非

常 に 発 展 して き たダ イ ラ トメーターに つ い て，そ の 概要 と

我 が国で の 適用 例 を紹介す る 。

2，　 三 成分 コ ーン 貫入試験

　 2．1　 装置 の 概要

　三 成分 コ ーン は， コ ・・一ン 貫入抵抗 9e，
フ リク シ ョ ン fs

お よび 貫入 に 伴 う間隙水圧 Ua の 三 成分を同時 に 測定す る

静的 コ ーン 貫 入 試 験機 で あ る 。 特に 間隙水 圧 を測定す る こ

とか ら ， 従来 の 静的 コ ー
ン （CPT ）に対 し CPTU と略称さ

れ て い る。測 定管は先端 に コ
ーン ポイ ン ト （先端角 60

°
，

断面積 10cm2 ）を有し ， そ の 上部に間隙水圧測定用 セ ラ ミ

ッ ク フ ィ ル ターお よ び 周面 フ リク シ ョ ン 測定用 の フ リク シ

ョ ン ス リ
ーブ （表面積 100cm2）が 取 りつ け ら れ て い る

（図
一 1）。

　試験 は ， 従来 の オラ ン ダ式 コ
ー

ン 貫入試験 と同様 に コ
ー

ン を地盤 へ
一

定速度 （1〜2cm ！s ）で 連続貫 入 す る 事 で 行

わ れ る。こ の と き，セ ン サ
ー

に よ っ て測定 され た データ は

ロ ッ ド内 に通 し た電気 ケ
ー

ブル に よ っ て 地上 の 測定器に伝

達 され ，小型 コ ン ピ ュ
ーターシ ス テ ム に 転送 され リア ル タ

噌
基礎地盤 コ ン サル タン ツ   　技術 セ ン タ ー　所 長

林
莖 礎 地 盤 コ ン サル タ ン ツ   　技術 セ ン ター　課 長 代理

榊 基 礎 地盤 コ ン サル タ ン ツ   　技 術セ ン ター

イ ム に 表示 ・記録 され る。

　2．2　試験条件 に つ い て

　三 成分 コ ー
ン の 構造 ・寸法 の

規格や試験方法は ま ち ま ち で あ

り，そ の た め に 結果 の 評価 に 際

して 十分な注意が必 要 とな る 。

通常問題と な る 試験条件に は 以

下 の もの が あ る 。

　（1〕 コ ー
ン の 構造 ・寸法等

　　  　コ
ー

ン ポ イ ン ト
…

断面

　　　積，先端角，ロ ードセ ル

　　　容量，材質

　　  フ リ ク シ ョ ン ス リ
ーブ

」閣 盤y ，　1989

フ リクシ

ス リ
ープ
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セ ラミッ

フ ィル ダー

コ 　
ー

ン

ポイン 1・

回
図
一1　三 成分 コ ーン

　　　…表面積， 直径 ， 位置 ， 材質 ・表面粗 さ，上下 端面

　　　 の す き ま 処理

　　   　間隙水圧計
…

フ ィ ル タ
ー

の 材質 ・取付 け 位置，封

　　　入液 ， 脱気法，測定系 の 剛性

　 〔21 試験方法

　　  　貫入 速度…欧米 で は 2cm ！s で あ るが
， 国内 で は

　　　 1em ！s が多 い

　　  　貫入 の 鉛直性

　　   測定深度 の 間隔

　 こ れ らの 中か ら ， 筆者 らが 過去 に検討を行 っ た フ リ クシ

ョ ン ス リ
ーブ の 面積 の 影響 と貫入速度の 影響 に つ い て 以 下

に 述 べ る。

　2．2．1　 フ リク シ ョ ン ス リ
ー

ブの 表面積 の 影響

　 フ リク シ ョ ン を 測 定す る フ リ ク シ ョ ン ス リーブ の 表面 積

と して は， こ れ ま で
一

般 に 100〜200　cm2 　hl用 い られ て き

た。 筆者ら は，測定 の 分解能 に 特 に 問題が な け れ ば，表面

積が小 さい ほ ど詳 細 な地 盤 の 情報 を与 え る と考え，leo　cm2

を用 い て きた 。

一
方 ， 国際的 に は 150cm2 が主 流 を 占 め て

きて い る た め，現場試験 に よ る 両者 の 比較を試 み た
2）。東

京 湾岸 の 沖積 地 盤 に お い て ， 同一地 層 に対す る フ リ ク シ ョ

ン の 値を直接対比 し た。そ の 結果 ， 図
一2 に示すよ うに ，

フ リク シ ョ ン ス リ
ーブ の 表面 積 の 違 い に よ る 差 は ほ と ん ど

な い こ と が 明 ら か に な っ た。

　2．2．2　貫入 速度 の 影響

　貫 入 速度 が 三 成分 コ ーン 測 定値，特 に qc と Ud に 対 して

ど の よ うに 影響す る か を 調 べ る た め に，貫入速度を 0．03
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図一3 貫入速度 の 異なる qc と Ud の 深度分 布 の 比較

cm ！s か ら 10　c噺 s ま で 変化 させ た 現場試験を行 っ た
3）。

現場は千葉県 の 埋立地 で ， 近傍の 5地点 で試験 を実施し，

囲
一 3 に 示す結果 が 得 られた。一

見し て，貫入速度 の 影響

は qc に は小 さ く，　 Ud に は あ る程度認 め られ る こ とが 分 か

る 。 そ こ で，ua に対する貫入速度の 影響を，　 v ・＝1cm ！s を

基準に して示す と図一 4 とな る。こ れ に よ る と，間隙水圧

に対 して は，粘性土 で は 貫入 速度の 影響は 小 さ く，砂 質土

で は 比較的大きい こ とが分か る 。 砂質土 の 場合 ， 貫入速度

nS　l　cm ！s と 2cra／s で は ，
5〜 30％の 差が生ずる とい う結

果 と な っ て い る 。

　Z3 土 質およ び液状 化 強度推定へ の適用例

　2、3．1　　ニヒ質半蟹男1亅

　 コ
ー

ン 貫入試験 に よ る 土 質判別 は ，従来 よ り各種 の 手法

が提案 されて い る 。 鋼 え ば ， 9c とR ノ（　＝fs／qe， ％）に よ る

判定図
4），9c と UCt を用 い た 料定図

5冫 な ど 数多 くの もの が
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図一4 貫入 速度 1C軸 ！S を基 準に した 、

　　　水圧への 影響率 の 関係

Std
一

忽 motlw

　 　 砂質土 の プ v ッ ト

　 　 されやすい ゾ
ー

ン

　　　　　｝
紗震上‘

11
椿易・lx吻 ／

　　　鏃蓼．

　　　　　［／
／

　 　 　 　 N ／

　　感
　 　 　 σ「

01

貫入 速度と間隙

　 　 枯牲土のプ ロ ッ ト

　 　 さSLやすい ゾーン

＼ L，va性土・暢

雛獲

タ
輯

げ亠ト篇

’
1R

　

　

　

！

　

　

　

1

ー

ー

ー

il

ー

ー

II

−
1
−
F

レ

　

　

　

、

　

　

　

＼

　

　

　

＼

　

　

＼

／

×

　

’

図一5　三 成分 コ ーン に よ る 土質判 別の 原理

あ る 。 しか し，い ずれも二 成分を用 い た もの で あ る。筆者

らは ， 土質 の 判定精変を よ り高 め る た め に，三 成分 の パ ラ

メーターをす べ て用 い た凋定手法を開発 した
5）。 こ の 手法

は ， 既往の 実測ヂータ に基 づ い て統計的 に 処理す る もの で

あ り， 次の よ うな考え方 に よ る
。

　三成分 コ
ー

ン よ り得られ る 3個の 成分 を各軸に と っ た三

次元厘標系 を考え る と （図一5），土質に応 じたゾ
ー

ン に 区

分 で きる と考 え られ る 。 そ こ で ， 土 質が半鵬 して い る既存

の コ
ー

ン デ F・・一
タ に つ い て ， 各軸に対す る土質ご との 平 均値

や 分散な ど をデー
タベ ー

ス 化 し て お く。新た に得られ た コ

ー
ン データ が どの 土質 に 近 い か は，各土質 ゾー

ン の 中心ま

で の 三 次元 瞿離を こ の デ
ー

タ ベ ー
ス に 基づ い て 計算 し，最

も近 い ゾーン の 土質型 を そ の データ の 土質型 と す る もの で

ある 。 こ こ で 区分す る 土質型は，砂，シ ル ト質砂，砂質 シ

ル トお よび粘土の 4種類と し た。また，各軸 で 用 い る パ ラ

　 表一1　三 成分コ ーン に よ り：辷質判 別 され た土質型 の 頻疫

＼ 　推定 した土 箕型

　実際の 土質型
、丶

＼

　 　 砂

シ ル 　ト 質 砂

砂 質 シ ル ト
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図一7 三 成分 コ ーン に よ り推 定 し た液状化強度

　 　 　 と繰返 し三 軸試験 よ り得 られ た 液状化強

　 　 　 度 の 比 較

図一6　三 成 分 コ ーン に よ る土質 判別 の 適用例

メ
ーターは土 質 に よ る差 が 出 や す い よ うな工 夫 を要 す る が，

今回 は以下 の パ ラ メーターを用い た 。

　　　1・9（9・1σ♂），
R1

， （Ud − Uw ）fUw
こ こ に，σvt は 有効上 載圧 ，

　 Rf は フ リ ク シ ョ ン 比 （＝ fs／9e，

易），Utv は 静水圧 で ある 。

　表
一1は，上記パ ラ メ

ー
タ
ーに よ り判別を行い ，実際 の

土質との 対応を示 し た もの で あ る e 判別精度 は 比 較的良 い

と言 えよ う。図
一 6は，千葉県 の 埋立地 で 別途実施 し た三

成分 コ
ー

ン の 結果に，上記の 土質判別法を適用 し た例
7）

を

示 し た もの で あ る 。 近傍 で 実施 し た ボー
リ ン グ の 結果 も合

わ せ て示 した が ， 三 成分 コ ー
ン に よ る 土質判別結果 は ボー

リ ン グデー
タ に十分匹敵 して い る と言え よ う。ただ し，こ

の よ うに 得 られ た土質判別結果 を どの 程度細か く表示 す る

か に つ い て は ， 若干 の 検討が必要で あ る 。

　2．3．2　液状化強度

　原位置試験 に よ る 液状化判定手法 と し て は ， 現在 の とこ

ろ 標準貫入試験 を用 い る 方法 が 主流を占 め て い る が ， 広大

な 埋 立地 や 路線 の 調査 に お い て は コ ス トの 問題 が あ る。そ

こ で よ り簡易な手 法 と し て三 成分 コ
ー

ン に よ る 液状化強度

の 推定法を提案し た 8）。

　 こ の 方法 は 次式 よ り液状化強度 を算出す る もの で あ る。

　　　RFO ．0233（9 ，！σの
゜・525

＋ dR − ・・……一・…・（1）

　　　曜 薔（1＋ 2K ・）13・σ♂一〆 ………・…・…・…・一 ・｛2）

　　　dR ＝ O ： （R ／≦ 0　5％ ），　dR ＝ 0．15（Rf − O．5）：

　　　（0．5＜R ノ≦2．0％）　…　（3）

こ こ 1こ，　R ♂ ； 液 1犬イ匕弓重1斐，　 am
ノ

：

平均有効主応力，　 MR ： 液状化強

度の 補正項，Ko ： 静止土 圧 係 数 ＝ 1．xesコ 冖ン 中継ロ ッ ド

（0．5 と仮 定）， ut ニ コ
ー

ン 貫 入 に

伴 う過 剰間隙水圧 （＝Ud − Uw ） で

あ る。た だ し，適用 は 沖積砂質地

盤 に 限 られ る。

JuIy，　1989

　 こ の 式 は，原位置 お よ び 室内 で の 三 成分 コ
ー

ン の 結果 と ，

液状化強度 を比較 す る こ と に よ っ て 導 き出 さ れ た もの で あ

り，原位置 の 液状化強度 は 道路橋示方書
9） に準 じ て N 値 か

ら推定 した。な お， コ
ー

ン か ら液状化強度 を推定す る場合，

細粒分 の 影響が大 き い が，本手 法 で は  式 の dR に よ り細

粒分 の 補正 を行 っ て い る 。 こ れ は ，
R ！ が細粒分含有率 と

密接な関係に あ る こ とに よ っ て い る 。

　次 に ， 本 手 法 の 妥当性 を 検証す る た め に ， 現揚試験 を実

施 し， ｛1）式 よ り推定 され た R ： と ボー
リン グ孔よ り採取 し

た 乱 さ な い 試料 を用 い た 繰返 し三 軸試験 に よ る Rl の 対比

を行 っ た
1°）。現場は，新潟 お よ び 東京湾沿岸 の 沖積 地 盤 あ

る い は埋立地 で あ る。対比 の 結果 は，図
一7 に示す とお b

で あ り，ば らつ き は あ る もの の 概略の 推定 に は役立 つ もの

と 考え られ る 。

　静的 コ ー
ン を利用 した液状化判定手法 と して は ， 最近 ，

柴田 ら
11 ）

に よ る 既存 の 震害地点で の コ
ー

ン デ
ー

タ に基 づ く

判定図や，周 （ツ ォ
ー
） ら

12 ）に よ る 室内検定土層内 で の 貫

入試験結果 に 基づ い た相関な ど ， よ り厳密な検討がな され

て お り，今後 の 発展 が期待 さ れ る。

3． その 他 の 新 しい貫入 試験

　 3．1　メ モ リーコ ー
ン

　三 成分 コ
ー

ン をは じめ とす る電気式 コ ー
ン は ， 電気 ケー

ブ ル を有す る た め，そ の 処理 が煩雑とな る。そ こ で コ
ード

レ ス 方式 で メ モ リ
ー

内蔵型 の コ ー
ン を 開発 した 。 そ の 後 セ

F
メ ℃ 1一コ ー一ン 175C ヒ　．．一　一一一．一

蜀
一一

r
−90   水ケ

…
シン グ ］】〔U 81，　

三 〕
一
「蕊 ヒ デ

ー
タ玖 ・」坊水ぶ た ，’彡砺

一
’
：亘π ∫L ．一一

Y
〕一脚

二 灰 分コ ーン

1

中継ロ ッ ド
　　　　　ア渚プ

ブ リタシ ョ ンかンタ
ー

AID，コ ン トロ
ー

ラ
ー
　　メモ リ

ー

　　　　 1］70

バ
ッテ リ

ー II

　

r ス ラス トベ アリング
13
当1

画 b
メタルチ ッ プ

ロ ツ　ヒ

追剛 コ アチュ
ー

ブ 1300

図一8　 メ モ リー一コ ーン
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ル フ ボ ー
リ ン グ方式 を併用 し ， 貫入反力 を軽減す る 改良 を

加 え た 13）。こ れ は メ モ リ
ー

コ
ー

ン の 外側 に ビ ッ ト付 きの ア

ウターチ ュ
ーブ を取 りつ け ，

ロ
ー

タ リ
ー
式 の 貫入機 （ボ

ー

リン グマ シ ン で もよ い ） で 貫入 させ る もの で あ る。こ の と

き，ロ ッ ドの 回転 は ス ラ ス ト ・ベ ア リン グに よ D， コ
ー

ン

に は伝 達 しな い よ うに な っ て い る。

　 こ の メ モ リ
ー

コ
ー

ン は，さ ら に小 型化 ・高性能化 の 改良

が な され （図一8），現揚 で の 試 用 結果 で は 三 成分 コ
ー

ン と

ほ ぼ 同等 の 結果 を示 す こ と を確認 した 。 しか し， 貫入中の

デ
ー

タ がモ ニ タ
ー

で き な い こ とか ら，本格的に 実用化す る

ま で に は，信頼性 の よ り
一

層 の 向上，あ る い は 何 らか の モ

ニ タ リ ン グ手法の 開発が必 要 とな る もの と思 わ れ る。

　 3．　2 孔 内コ ー
ン 貫 入 試験

　通常 の 静的 コ
ー

ン で は ，硬 質地盤 の 場合大 き な 反力 を要

し貫入 が 困難とな る こ とが 多 い 。そ こ で ， ボー
リ ン グ孔内

で 水平方向に 貫入 させ る 孔内 コ ー
ン を 開発した

15 ）

。こ の 手

法 の 利点 は ， 比較的簡易に 行え る た め ， 深度方向に 密な間

隔で 実施す れ ば ， 軟岩 の 分類な どに有効 と考 え られ る。

　図
一 9に測定管の 外観を 示 し た が，同時 に 3 っ の コ ーン

を貫入 させ る よ うに 変更す る こ ともで きる。試験 で は まず ，

貫入時 の 反力を得る た め に 孔壁面 に反カ プ レ ートを押 し出

して 測定管を固定す る 。次 に コ ーン （先端角 90
°
，断面積

1cm2 ）を油圧 に よ り貫入 さぜ ，貫 入 が コ ー
ン ベ ー

ス まで

　　　　　　　　反力プレート
差動トラン ス 型　 　 　 一

難 計
　　 毬

π

毯
　 L ＿＿」
惇
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L−一一凵
逡 　 L−」

rr「

了
轟
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　　　　　 貫 入 量 δ （mm ）

図
一10 孔 内コ ーン の 測定例

達 した と き の 貫入圧 を測定 し，貫入抵抗値 qcoとす る。最

大 ス トロ
ー

ク は 13mm で あ る が， コ
ー

ン が 完全 に 貫入 し

な くて も ， そ の 貫入圧 を 面積補 正 す る こ と に よ りほ ぼ 9ce

が推定 で き る
15 ）

。図
一10は 土 丹 お よ び し らす地盤 へ の 適用

例 を示 した もの で あ る 。

4．　 ダイ ラ トメ ーター

　 ダ イ ラ トメ
ー

タ
ー
試験（DMT ）は ， 三 成分 コ

ー
ン に並 ぶ

新しい 原位置試験 と して欧米 を中心 に 急速 に 発達 して い る

もの で ある。こ の 試験は ， そ の 簡便性，装置 の 単純性，結

果 の 再現性の 良さ な ど の 特徴 を有 し て お り，各種 の 土質パ

ラ メ
ー

ターの 推定法 が提案さ れ て い る
16）。 こ こ で は ，

DMT の 概 要 と我 が 国 へ の 適用性
IT ）・18 》

に つ い て述 ぺ る 。

　 4．1 装置 お よ び 試験方法 の 概要

　ダイ ラ トメ
ー

タ
ー

は 図
一11に示 すもの で あ る 。 こ の ブ レ

ー
ドを コ ー

ン の ロ ッ ドに 取 りつ け， 2cm ！s の 速度 で 貫入

させ
， 通常深度 20cm ご と に試験が行わ れ る 。 貫入装置 に

は通常 コ
ー

ン の 貫入機が用 い られ る が，ボー
リン グ マ シ ン

で も十分対応 で き る。ブ レ ー ドの 中央部 に は 鋼製 メ ン ブ レ

ン が取 りつ け られ て お り，
ロ ッ ド内 の エ ア チ ュ

ー
ブを介 し

て 地上 か らの ガ ス 圧 に よ り膨 ら ま せ る 。

　試験 で は，ガ ス 圧 を徐 々 に 増加 させ ，メ ン ブ レ ン が ブ レ

ー
ドか ら離れ る 時 の 圧力 （読 み A ），中央部が lm 皿 膨 ら

ん だ時の 圧力 （読 み B ） お よ び除荷時 に ブ レ
ードに 接 し た

時 の 圧 力 （読 み C ） を，地上 の 圧カゲージ で 読み 取 る。圧

力 の 読み 値 A ，B ，
　 C は メ ン ブ レ ン の 剛性 を補正 して，そ

れ ぞ れ 圧 力 P ・，P ，，瑪 と して 取 り扱 う。こ れ らの 値よ り以

下 の DMT イ ン デ ッ ク ス が提案 され て い る
且9｝。

　 ・材料イ ン デ ッ ク ス （Material　Index ）

　　　　ID＝（P ，
− Pe）！（Po− Uw ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〔3）

　 ・水平応力 イ ン デ ッ ク ス （Horizontal　Stress　Index）

　　　　KI♪
コ（Po − ’

eCw）／σvf 　−・・…　− 7・・…　一…　一・・一・・・・…　〔4｝

　
・ダ イ ラ トメータ ー係数 （Dilatometer　Modulus ）

o

鋼製メンブレン

e

θ

G

θ

e

θ

　 　 96

図一11

8鬥

O団

5正

06

舅
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図
一13　1D の 深度 分布 と土質判別

　　　　E1〕≡34．7（1：

1 − Po）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　t・…　一・・t・（5）

こ こ に，Uw は 静水圧 ，
σ vt は有効上載圧 で あ る 。

　4．2　DMT の 適用

　DMT を利用 した 各種土 質 パ ラ メータ
ー

の 推定方法 が ，

Marchetti（マ ル ケ ッ テ ィ ） ら
19 ）

な どに よ り各種 の 相関図 で

提案され て い る。こ れ らの うち代表的な も の に つ い て の 我

が国へ の 適用性を確認す る た め に，東京 下 町 低地部で 現揚

試験 を実施 した 。 図一12は，DMT に よ り得 られ た PD，　P ，，

鳧 の 深度分布 を示 した も の で あ る。試験 に 要 した 時間 は，

1 測 点 1 分程度で あ っ た 。
DMT は ，特 に 熟練を 要せ ず，

比 較的 短 時閻 の 練習 で 安定 した 結 果 が 得 られ る が， コ ー
ン

貫入試験に比 べ れば迅速性 に や や 劣 る よ うで あ る 。

　以下 に，土質判別や非排水 せ ん断強 さ の 推定 へ の 適用例

を示す 。

　 4．2．1　土質半rjhm4

　土質判別 は ， 通 常材料 イ ン デ ッ ク ス ID を用 い て 行わ れ

る。上記 現場 に つ い て ， 1D の 分布 とボー
リ ン グ柱状図を

対 比 した 結果 を図
一13に示 す。土 質 の 区 分 線 は ，

Mar −

chettiig ）
に よ っ て 以下 の よ うに 提 案 され た も の で あ る。

　　　 Ip＞ L　8 …・・………・・・・・・……・
砂 質土

　　　 06 ＜lp＜L8 ……………
シ ノレ ト質士二

　　　 1． く0．6　・・・・・・
・・・・・・・…　

』・ttt…t9占土 質土

July，1989

01

図
一14 細粒分含有率 FC と 1D の 関係

e

：Zi
翼 　 lb

疑

oDMT

△ 三軸uu試験

竃

讐、

20、
　O　　　　　　　　　 口，5　　　　　　　　 1．O

　　　 非排水÷±ん断竢さ S，〔kgfr
’
cm2 ）

図一15　ダイ ラ トメーターに よ り推定 した 非排 水せ

　　　 ん 断強 さと 室内三 軸 UU 試 験 結果 の 比 較

　図 一13に よ る と，ID の 値 は 砂 質土 か ら 粘性土 に か け て

大 きな 幅を有 して お り，両者 の 区分 は 明 り ょ うに 行 え そ う

で あ る．な お 上記 の シ ル ト質 土 は ，

一応，中間土 と考 え る

べ きで あ ろ う。

　図
一14は ， 細粒含有率 FC と JD の 関係を 示 し た もの で

あ る。 iD は FC と密接 に 対応 し て お り，　 Ip を用 い た 土質

判別 の 妥 当性 を示 して い る もの と 思 わ れ る 。 ま た，砂質土

と粘性土 の 判定区分 で あ る 1p＝L8 が ほ ぼ FC ＝50％ に 対

応 して お り，こ の 区分の 妥当性 が 期待 さ れ る 。

　 4．2．2　強度定数

　粘性土 の 非排水せ ん 断強 さ Su の 推定式 とし て 次式が提

案 され て い る
20）。

　　　 Su＝O．22 σ vt （O．5K ． ）
L25

　・・・・・・…　t
−・・・・・・・・・・・…　

t・〔6｝

た だ し，こ の 式 は 功 ≦O・6
， す な わ ち粘土 に 対 し て の み有

効 で あ る 。

　図
一一15は小松川地 区 に お け る DMT データ と非圧密非排

水 三 軸試験 に よ る Su を対比 し た も の で あ り，（6）式 の 推定
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精度は比較的良い もの と思 わ れ る 。

　以上 の ほ か に も，砂 の 内部摩擦角や応力履歴 な ど に関 し

て 同様な検討を試 み て い る
且8 ）

。

5。 結　論

　本稿 で は，三 成分 コ ー
ン な ど の 新しい 貫入試験 とダイ ラ

トメ
ー

タ
ー

に っ い て，そ の 概要 と適用例 に っ い て 紹介した。

こ れ らの 結論 を ま とめ る と以 下 の よ うに な る。

　  　三成分 コ ー
ン は連続性 の あ る データ を迅速に得る こ

　　 とがで き，サ ウ ン デ ィ ン グ と して 非常に優れ た もの で

　　 あ る 。

　   　 三 成分 コ ー
ン の 貫入速度 の 影響 は ， qcに 関 して は小

　　 さ く， Ud に 関 し て は 砂質 土 の 揚合やや大きい 。ま た，

　　 フ リク シ ョ ン ス リ
ーブ の 表 面 積 は，100cm2 と 150cm2

　　 とで フ リク シ ョ ン 値 に 大 きな差を与えない 。

　   　三成分 コ ーン に よ り，土質判別 お よび 液状化 強度の

　　概略的 な推定 が 簡易 に行え る 。 今後 ， 強度定数 な どに

　　関す る 相関性 を検討すれ ば，よ り強力な調査手法 とな

　　 り え る．

　   　ダイ ラ トメ
ー

タ
ー

は そ の 簡便性や再現性 の よ さ に 利

　　点があ る と同時に，我 が 国 の 地盤 に対す る 適用性 も高

　　 い もの と思わ れ る 。
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